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２０２５年９月３０日 

 

医療機器遠隔モニタリングシステム『RingWell』を共同開発 

医療現場の DX推進で業務効率化とサービス品質向上を実現  

 

日本酸素ホールディングスグループの日本産業ガス事業会社である大陽日酸株式会社（本社：

東京都品川区 代表取締役社長：永田 研二）と、グループ会社であり医療機器の輸入、販売、

レンタル等を行うアイ・エム・アイ株式会社（代表取締役社長：林 健）は、医療機器の遠隔モ

ニタリングシステム「RingWell（リングウェル）」を共同開発いたしました。本システムは、医

療機器の運転状況や患者様の生体情報をリアルタイムで確認できるクラウド型プラットフォー

ムであり、在宅医療では指導管理を行う医療従事者、機器の設置・点検・緊急対応を担う在宅

サービスプロバイダ（販売店）に必要な情報の提供を可能にし、業務の効率化を支援するもの

です。 

 

 

RingWellシステム概要図 

 

 

１． RingWellのシステム概要 

RingWell で遠隔監視対象としている在宅医療機器は、酸素濃縮装置、パルスオキシメータ、

血圧計及び、アイ・エム・アイ株式会社の商品である人工呼吸器です。患者宅に対象の在宅医

療機器と共に専用の IoT ゲートウェイを設置することで、Bluetooth 又は USB 通信を通して各

医療機器からデータを収集することができます。収集したデータはインターネットを介してク

ラウドサーバーへ蓄積しており、RingWellの画面上でデータを閲覧することができます。 
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◆医療機関では 

本システムを使用することで、医療機関では在宅酸素療法の診療報酬である遠隔モニタリン

グ加算が可能となります。 

また、医療機関においては、RingWellと共に開発した院内医療機器データ連携システム『I-

DM』を介して、医療機関内に設置された機器（人工呼吸器、瞳孔記録計等）のデータを電子カ

ルテと RingWellに連携させ、データ利用及び警報時の迅速な対応の実現を検討しています。 

 

◆サービスプロバイダ、大陽日酸グループでは 

業者では、PC・タブレット・スマートフォンから運転状況をリアルタイムで確認することが

できます。これにより、患者様からの連絡に対し、機器を即座に把握し、迅速で正確に対応す

ることができます。また遠隔で、機器の運転状況を点検することを可能にします。 

 

以上、本システムにより医療従事者、サービスプロバイダの業務の DX化を支援し、業務効率

化とサービスの向上に貢献します。 

 

２．今後の展開 

今後は、システムの機能追加や加え、接続可能な医療機器のラインナップ拡充により、さら

なる医療現場の DX推進を支援していきます。 

 

以上 

【会社概要】 

大陽日酸株式会社 

事業内容：酸素・窒素・アルゴン等各種産業ガス、LP ガス、医療用ガス、特殊ガスの製造・販売及び溶断機器・材

料、各種ガス関連機器、空気分離装置の製造・販売、電子部品の組立・加工・検査、設備メンテナンス  

創業：1910年 10月 30日 

設立：2020年 2月 4日 

資本金：15億円 

株主：日本酸素ホールディングス株式会社（出資比率 100％）  

売上収益：4,268 億円（2025 年３月期大陽日酸グループ連結） 

 

アイ・エム・アイ株式会社 

事業内容：医療機器の開発、輸入、販売、レンタル、メンテナンス  

創業：1974年 5月 16日 

 

本件に関するお問い合わせ 

大陽日酸株式会社 

東京都品川区小山 1－3－26 

広報部 

TEL:03-5788-8015 

Mail:Tnsc.Info@tn-sanso.co.jp 


